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　無添加のヘチマ水を元にした化粧水などスキンケアに最適な製品の販売を
行う有限会社へちま産業は、ヘチマの種まきから収穫まですべて手作業で行っ
ており、環境に負荷をかけず、地球にも肌にも優しい製品づくりを行っている。
　化学製品を避ける傾向にある昨今、当社は北アルプスからの雪解け水が潤す
地で、30年来無農薬にこだわり、良質に育ったヘチマの製品を届けてきた。製品
開発にも意欲的で、実の部分に比べ用途が少ないヘチマ葉の有効活用を目指
し、県立大との連携で葉エキスと富山湾の海洋深層水ミネラルを配合した保湿
クリームを開発したことが記憶に新しい。現地ではヘチマ畑の見学やヘチマを
使ったリース製作体験などのほか、様々なヘチマ製品を買うことができる。
　安全安心なヘチマ製品を目と肌で確かめてほしい。
住所：富山県射水市中野633　定休日：土・日・祝日・年末年始・お盆
TEL：0766-52-5454　FAX：0766-52-5475
料金：無料（リースづくりは有料）
みどころ：ヘチマ畑や作業場の見学、ヘチマを使ったリースづくり（要予約）

ふるさと探訪 ニューツーリズム

有限会社へちま産業（射水市中野）
シリーズ
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商工
春秋

消
費
税
軽
減
税
率

制
度
へ
の
対
応
準

備
を
早
め
に
！

▼
十
二
月
一
日
で
一
〇
㌫

へ
の
消
費
税
増
税
ま
で
、

残
り
十
ケ
月
と
な
っ
た
。
九
月
末

に
“
中
小
企
業
、八
割
「
準
備
ま
だ
」

＝
消
費
税
の
軽
減
税
率
対
応
”
と

い
う
見
出
し
の
記
事
が
出
た
。
飲

食
料
品
な
ど
の
税
率
を
八
㌫
に
据

置
く
「
軽
減
税
率
制
度
」
導
入
に

関
し
て
約
八
割
の
中
小
企
業
が「
準

備
に
取
り
掛
か
っ
て
い
な
い
」
記

事
で
あ
る
。

▼「
準
備
が
必
要
か
わ
か
ら
な
い
」、

「
何
か
ら
取
り
組
め
ば
い
い
か
わ
か

ら
な
い
」
と
の
事
業
者
の
方
は
、

是
非
、
商
工
会
等
が
開
催
す
る
講

習
会
等
に
参
加
し
た
り
国
等
が
提

供
し
て
い
る
資
料
等
に
目
を
通
し

て
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

▼
事
業
内
容
や
取
扱
商
品
等
に
よ

り
影
響
度
は
違
う
が
、
飲
食
料
品

等
を
取
り
扱
わ
な
い
事
業
所
で
も

対
象
商
品
を
購
入
し
た
場
合
は
税

率
を
区
分
し
て
経
理
す
る
な
ど
全

て
の
事
業
所
に
影
響
が
出
る
。
放

置
せ
ず
影
響
の
出
る
業
務
を
洗
出

し
計
画
的
に
対
応
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
。
一
刻
も
早
く
対
応
準

備
に
取
組
む
事
を
お
勧
め
す
る
。

第
五
十
八
回 

商
工
会
全
国
大
会

　

第
五
十
八
回
商
工
会
全
国
大
会
が
十
一
月
十
五
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
商
工
会
関
係
者
約
三
千

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
富
山
県
か
ら
は
県
下
商
工
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
五
十
四
名
が
参
加
し
た
。

　

森
義
久
全
国
連
会
長
が
、「
各

地
域
に
お
い
て
商
工
会
が
果
た
す

べ
き
役
割
は
従
来
に
も
増
し
て
大

き
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

は
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
に
と
ら
わ

れ
な
い
、
地
域
課
題
を
包
括
し
た

支
援
・
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
各
地
で
頻
発
す

る
大
規
模
自
然
災
害
は
、
中
小
・

小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
は
も

と
よ
り
、
地
域
住
民
の
生
活
や
雇

用
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
お

り
、
早
期
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
商
工
会
で
は
、
小
規
模
事

業
者
に
寄
り
添
っ
て
経
営
支
援
を

行
い
、
経
営
力
の
向
上
や
事
業
承

継
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
農
林

漁
業
と
の
連
携
等
に
よ
る
地
方
創

生
を
推
進
し
て
い
く
。
今
後
と
も

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
働

き
方
改
革
や
消
費
増
税
・
軽
減
税

率
制
度
な
ど
の
経
営
環
境
の
変
化

に
的
確
に
対
応
し
、
持
続
的
に
発

展
し
て
い
く
た
め
、
組
織
一
丸
と

な
っ
て
邁
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
菅
義
偉
内
閣

官
房
長
官
、
磯
﨑
仁
彦
経
済
産
業

副
大
臣
、
高
野
光
二
郎
農
林
水
産

大
臣
政
務
官
、
岸
田
文
雄
自
由
民

主
党
政
務
調
査
会
長
、
山
口
那
津

男
公
明
党
代
表
、
増
子
輝
彦
国
民

民
主
党
幹
事
長
代
行
、
中
家
徹
全

国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
ら

か
ら
祝
辞
が
あ
っ
た
。

◇
大
会
決
議
◇

一
．
地
方
を
元
気
に
す
る
大
型
経

済
対
策
の
実
施

一
．
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
支

援
策
の
大
幅
拡
充

一
．
地
方
創
生
に
向
け
た
農
商
工

連
携
の
推
進

一
．
消
費
増
税
・
軽
減
税
率
へ
の

万
全
な
対
策
を
は
じ
め
と
す
る

事
業
環
境
の
整
備

一
．
被
災
地
域
の
復
興
支
援
と
共

済
等
を
活
用
し
た
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
支
援
の
推
進

一
．
会
員
増
強
・
組
織
率
向
上
に

よ
る
組
織
強
化

商
工
会
全
国
大
会
被
表
彰
者

（
敬
称
略
）

○
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

●
青
年
部
功
労
者

富
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会 

会
長	

石
本
慎
太
郎

●
優
良
常
勤
役
職
員

朝
日
町
商
工
会 

事
務
局
長	
小
林　

光
義

朝
日
町
商
工
会 

経
営
支
援
員	
井
上
有
希
子

○
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

●
役
員
功
労
者

入
善
町
商
工
会 

理
事	

上
田　

和
男

入
善
町
商
工
会 

理
事	

前
田　
　

昇

上
市
町
商
工
会 

理
事	

井
上　

幸
正

立
山
舟
橋
商
工
会 

副
会
長	

高
平　
　

伸

立
山
舟
橋
商
工
会 

理
事	

廣
田　

勝
行

立
山
舟
橋
商
工
会 

監
事	

寺
澤　
　

彰

富
山
市
南
商
工
会 

理
事	

林　
　

泰
史

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会 

理
事	

中
尾　

孝
秀

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会 

理
事	

毛
利　

哲
治

富
山
市
北
商
工
会 

理
事	

角
川　

育
雄

富
山
市
北
商
工
会 

理
事	

杉
谷　

秀
一

富
山
市
北
商
工
会 

前
理
事	

久
郷　
　

巧

富
山
市
北
商
工
会 

監
事	

北
岡　

晴
夫

射
水
市
商
工
会 

副
会
長	

若
林　

啓
一

射
水
市
商
工
会 

理
事	

杉
山　

義
継

射
水
市
商
工
会 

理
事	

松
坂　
　

稔

射
水
市
商
工
会 

理
事	

中
河　

輝
幸

高
岡
市
商
工
会 

監
事	

松
原
喜
久
雄

高
岡
市
商
工
会 

理
事	

吉
田　

明
博

小
矢
部
市
商
工
会 

監
事	

横
井　

嘉
邦

庄
川
町
商
工
会 

理
事	

川
崎　

和
夫

南
砺
市
商
工
会 

理
事	

北　
　
　

修

●
青
年
部
功
労
者

富
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会 

監
事	

北
川　

智
之

●
女
性
部
功
労
者

富
山
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会 

監
事	

畑　
　

幸
恵

●
優
良
常
勤
役
職
員

南
砺
市
商
工
会 

主
任
経
営
指
導
員	

竹
内　
　

等

南
砺
市
商
工
会 

主
任
経
営
指
導
員	

稲
塚　

育
子

富
山
市
北
商
工
会 

経
営
指
導
員	

犬
島
真
由
美

富
山
市
南
商
工
会 

経
営
支
援
員	

小
島
登
規
子

高
岡
市
商
工
会 

経
営
支
援
員	

宮
本　

敬
子

○
事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
表
彰

　
（
商
工
会
法
施
行
55
周
年
特
別
枠
部
門
）

経
営
発
達
支
援
事
業	

高
岡
市
商
工
会

○
事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
表
彰
（
共
済
部
門
）

会
員
福
祉
共
済	

南
砺
市
商
工
会

第
五
十
八
回 

商
工
会
全
国
大
会

菅内閣官房長官より祝辞
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か
が
や
き
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
逸
品
商
談
会

in
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
県
内
や
首
都
圏
を
中
心
に
展

示
商
談
会
、
販
売
会
を
実
施
し
て

い
た
が
、
海
外
で
の
展
示
商
談
会

は
初
め
て
。

　

富
山
県
内
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
販
路
開
拓
支
援
を
目
的

と
し
、
十
月
二
十
五
日
～
二
十
六
日
に
新
商
品
、
新
サ
ー
ビ
ス
、

新
技
術
を
海
外
市
場
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
を
創
出
す
る
「
か
が
や

き
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
逸
品
商
談
会
in
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
」
を
、
ア

ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
首
都
バ
ク
ー
市
内
で
開
催
し
た
。

　

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
、「
第

二
の
ド
バ
イ
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

経
済
成
長
が
目
覚
ま
し
く
、
世
界

で
も
群
を
抜
く
親
日
国
。
日
本
に

対
す
る
関
心
度
合
い
は
高
い
な
が

ら
、
ま
だ
ま
だ
日
本
企
業
が
多
く

進
出
し
て
い
な
い
た
め
、
小
規
模

事
業
者
で
も
参
入
の
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
国
で
あ
る
。

　

商
談
会
会
場
で
は
、
商
工
会
連

合
会
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
県
内
事

業
者
か
ら
は
十
五
の
事
業
者
が
出

展
。
ト
ナ
ミ
醤
油
㈱
（
砺
波
市
庄

川
町
）、
㈱
木
香
美
・
服
部
（
砺

波
市
庄
川
町
）が
渡
航
し
た
。ブ
ー

ス
で
は
、
来
場
者
に
対
し
て
商
品

Ｐ
Ｒ
や
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
実
施
、
日
本
の
食
文
化
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
の
高
さ
に
つ
い
て
十
分

な
感
触
が
つ
か
め
た
。

ニッポン全国物産展開催ニッポン全国物産展開催ニッポン全国物産展開催
　

全
国
か
ら
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
産
品
が
集
ま
る

「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
２
０
１
８
」
が
十
一
月
十
六
日

～
十
八
日
の
三
日
間
、
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

で
開
催
さ
れ
た
。

　

全
国
か
ら
約
三
六
〇
事
業
者
が
出
展
、
富
山
県
か
ら

は
十
事
業
者
が
出
展
し
、
来
場
者
に
対
し
積
極
的
に
商

品
を
販
売
・
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

毎
年
メ
デ
ィ
ア
の
高
い
注
目
を
集
め
て
い
る
「
ご
当

地
お
や
つ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
富
山
県
か
ら
は
南
砺
市
商

工
会
の
有
限
会
社
か
じ
わ
屋
の
南
砺
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン

「
木
楽
里
（
き
ら
り
）」
が
エ
ン
ト
リ
ー
、
４
位
と
な
っ
た
。

　

ま
た「
お
ら
が
自
慢
の
ご
当
地
フ
ー
ド
コ
ー
ト
」に
は
、

射
水
市
商
工
会
の
徳
永
食
品
株
式
会
社
が
出
展
し
「
富

山
で
作
っ
た
や
わ
ら
か
豚
も
つ
煮
込
み
」
を
販
売
し
た
。
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第
二
十
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会 

in
兵
庫

第
二
十
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会 

i n
広
島

富山県商工同友会結成40周年記念式典富山県商工同友会結成40周年記念式典

　

全
女
性
連
各
種
事
業
の
表
彰
で

は
、
上
市
町
商
工
会
女
性
部
が
、

積
極
的
に
事
業
に
取
り
組
み
地
域

活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る

女
性
部
に
送
ら
れ
る
「
ま
ち
づ
く

り
顕
彰
」
の
表
彰
を
受
け
た
。

　

主
張
発
表
大
会
で
は
各
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
に
よ
る
主
張
発
表
大
会
が

実
施
さ
れ
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

　

第
二
十
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
in
兵
庫
が
十
一
月
六
日
～

七
日
に
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
主
催
の
第
二
十
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
が
十
一
月
二
十
一
日
と

二
十
二
日
に
広
島
県
広
島
市
で
開
催
さ
れ
、「
〇
」（
Ｗ
ａ
）
～
和
我
技
笑
話
環
～
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
全
国
か
ら
商
工
会
青
年
部
員
三
千
五
百
名
が
集
結
し
た
。

　

県
商
工
同
友
会
（
松
坂
稔
会
長
）
の
結
成
四
十
周
年
記
念
式

典
が
十
一
月
九
日
、
富
山
市
の
富
山
第
一
ホ
テ
ル
で
「
次
代
の

創
成
と
次
世
代
へ
の
継
承
」を
式
典
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
か
れ
た
。

式
典
に
は
、
県
下
十
六
商
工
同
友
会
等
か
ら
約
百
三
十
名
が
出

席
、
伍
嶋
県
商
工
労
働
部
長
、
山
本
県
議
会
副
議
長
、
田
畑
衆

議
院
議
員
、
県
下
商
工
会
長
な
ど
来
賓
多
数
が
参
列
す
る
な
か

で
四
十
年
の
節
目
を
祝
っ
た
。

の
佐
賀
県
の
海
田
さ
ん
が
「
女
性

部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く

り
～
竹
灯
り
で
ま
ち
を
照
ら
す
」

の
テ
ー
マ
で
発
表
し
、
最
優
秀
賞

に
選
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、「
女
性
の
元
気
が
地
域
の

元
気
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
ラ
ジ

オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
谷
五
郎
氏

の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。

まちづくり顕彰表彰等 富山市南商工会青年部小林誠氏（左から４人目）

　

青
年
部
全
国
大
会
顕
彰
で
は
、

人
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
）
づ
く
り
部
門

に
お
い
て
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
愛

知
・
三
重
・
岐
阜
・
石
川
・
富
山
）

の
代
表
に
富
山
市
南
商
工
会
青
年

部
、
小
林　

誠
氏
が
受
賞
し
た
。

部
員
増
強
活
動
と
し
て
、
青
年
部

員
の
対
象
と
な
る
者
に
対
し
、
青

年
部
と
し
て
地
域
振
興
に
関
わ
っ

て
い
く
意
義
な
ど
を
説
明
し
て
回

り
、
加
入
に
結
び
つ
け
た
こ
と
で
、

部
員
数
の
底
上
げ
に
大
き
く
貢
献

し
た
。

　

ま
た
、
青
年
部
単
独
事
業
と
し

て
、
若
者
の
地
元
地
域
へ
の
定
着

推
進
を
目
的
と
す
る
「
大
自
然
の

中
で
ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ー
テ
ィ
in
立

山
山
麓
」
と
い
う
婚
活
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
。
青
年
部
と
し
て
事
業
経

験
の
少
な
い
部
員
を
小
林
氏
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
ま
と
め
あ
げ
、

地
域
の
Ｐ
Ｒ
と
活
性
化
に
貢
献
し

た
と
し
て
、
そ
の
功
績
が
称
え
ら

れ
た
。

　

松
坂
会
長
は
「
企
業
の
持

続
的
な
成
長
発
展
と
元
気
な

地
域
経
済
社
会
の
継
承
に
向

け
て
組
織
を
挙
げ
て
強
力
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域

経
済
の
担
い
手
と
し
て
、
そ

の
役
割
と
使
命
を
果
た
し
た

い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
石
澤

義
文
県
商
工
会
連
合
会
長
、

伍
嶋
二
美
男
県
商
工
労
働
部

長
、
山
本
徹
県
議
会
副
議
長
、

田
畑
裕
明
衆
議
院
議
員
が
順

に
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
石
澤
会
長
、

松
坂
会
長
か
ら
永
年
の
功
労

者
に
感
謝
状
と
記
念
品
が

送
ら
れ
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
吉
田
信
三
前
県
商
工
同

友
会
長
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
式
典
に
先
立
ち
学

習
院
大
学
特
別
客
員
教
授
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
岩
田

公
雄
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が

行
わ
れ
た
。

▽
県
商
工
会
連
合
会
長
特
別
表
彰

吉
田
信
三
（
婦
中
町
）

▽
県
商
工
同
友
会
長
感
謝
状

水
島
健
（
朝
日
町
）
佐
藤

一
仁
、
松
田
学
（
入
善
町
）、

城
戸
正
義
（
立
山
舟
橋
）、

若
井
英
忠
（
大
沢
野
細
入
）、

西
田
善
晴
（
富
山
市
八
尾
山

田
）、安
川
敏
行
、林
泰
史
（
婦

中
町
）、
中
村
忠
史
、
森
田

克
昌
（
富
山
市
北
）、
稲
葉

誠
、
笹
本
幸
市
（
小
矢
部
）、

加
藤
考
一
、
河
合
秀
和
、

茂
利
徹
（
南
砺
市
）、
種
部

栄
治
（
南
砺
市
福
野
）、

藤
田
治
平
、
宮
本
友
信
、

出
島
武
晴
（
南
砺
市
五
箇
山
）

※
敬
称
略
・
順
不
同

開会挨拶する松坂会長
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「
賃
金
」
等
に
つ
い
て
の
考
察
！

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

●
「
賃
金
」
と
は

　

前
回
に
記
し
た
よ
う
に
、
戦
後
の
労
働
基
準
法

の
制
定
に
よ
り
、
第
一
一
条
に
‘
賃
金
’
と
し
て
、

明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
即
ち
、
賃
金
と
は
「
賃
金
、

給
料
、
手
当
、
賞
与
そ
の
他
名
称
の
如
何
を
問
わ

ず
、
労
働
の
対
象
と
し
て
使
用
者
が
労
働
者
に

支
払
う
す
べ
て
の
も
の
」
を
い
う
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
六
十
三
年
の
大
改
正
ま
で

は
、
法
廷
労
働
時
間
が
、
一
日
八
時
間
、
一
週
間

四
八
時
間
と
規
定
さ
れ
、
昭
和
六
十
三
年
以
後
に

お
い
て
は
、
一
日
八
時
間
は
、
変
更
な
く
、
一
週

間
四
〇
時
間
（
一
部
業
種
は
四
四
時
間
）
と
し
て
、

賃
金
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
「
賃
金
」
の
経
年
変
化
に
つ
い
て

　

日
本
全
体
で
の
平
均
昇
給
額
に
つ
い
て
見
る

と
、
戦
後
、
賃
金
は
、
上
昇
率
に
変
動
あ
れ
ど
も

低
下
し
た
年
は
な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
話
は

変
わ
り
ま
す
が
、
労
働
保
険
料
の
支
払
い
方
式
が
、

‘
概
算
・
確
定
方
式
（
原
則
と
し
て
、
確
定
保
険

料
額
が
概
算
保
険
料
額
よ
り
多
く
な
り
、
還
付
額

が
発
生
し
な
い
）’
が
成
り
立
っ
て
き
た
の
で
す
。

　
「
賃
金
」
の
絶
対
額
の
変
化
、
物
価
変
動
に
よ

る
変
化
率
を
概
略
で
見
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

・
昭
和
三
十
四
年
≒
一
四
・
〇
倍
程
度

　

・
昭
和
三
十
九
年
≒　

四
・
〇
倍
程
度

　

・
昭
和
五
十
年　

≒　

二
・
〇
倍
程
度

　

・
昭
和
五
十
六
年
≒　

一
・
五
倍
程
度

　

・
平
成
十
年　
　

≒　

一
・
一
倍
程
度

　

・
平
成
三
十
年　

≒　

一
・
〇
倍
程
度

●
「
賃
金
」
に
つ
い
て
の
考
察

　

日
本
の
「
賃
金
」
変
化
に
つ
い
て
、
注
目
す

べ
き
は
、「
物
価
」
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

① 「
賃
金
」の
年
齢
に
よ
る‘
変
化
率（
上
昇
率
）’

平
成
初
期
の
‘
バ
ブ
ル
崩
壊
’
以
前
ま
で
の
「
年

功
序
列
方
式
」「
職
能
資
格
制
度
方
式
」
に
よ

る
、‘
年
齢
と
と
も
に
緩
や
か
に
上
昇
す
る
賃
金

カ
ー
ブ
’
が
、‘
バ
ブ
ル
崩
壊
’‘
少
子
高
齢
化
’

‘
晩
婚
化
’‘
シ
ン
グ
ル
化
’‘
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
’
等
に
よ
り
、‘
中
高
年
の
中
だ
る
み
（
四
〇

代
後
半
で
の
下
が
り
）’‘
初
任
給
の
上
昇
’‘
五
〇

代
後
半
以
降
で
の
高
額
’等
に
よ
り
、大
変
な‘
歪

な
る
賃
金
カ
ー
ブ
’
に
な
っ
て
い
ま
す
。

② 「
学
歴
（
高
卒
／
大
卒
（
短
大
・
専
門
学
校
含
）

率
）」
の
近
年
‘
変
化
’
昭
和
五
十
年
頃
は
、「
学

歴
（
高
卒
／
大
卒
（
短
大
・
専
門
学
校
含
）
率
）

≒
８
／
２
」
で
あ
っ
た
の
が
、現
在
は
、逆
転
し
、

「
学
歴（
高
卒
／
大
卒（
短
大
・
専
門
学
校
含
）率
）

≒
２
／
８
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
が
支
払

う
生
涯
賃
金
は
、
概
略
額
と
し
て
、

　

・
高
卒
生
涯
賃
金
≒
二
億
円

　

・
大
卒
生
涯
賃
金
≒
二
億
五
千
万
円

　

と
五
千
万
円
程
度
の
差
が
あ
り
、
学
歴
が
生

産
性
向
上
に
寄
与
出
来
て
い
る
か
が
企
業
経
営

業
績
を
左
右
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

③ 

昭
和
六
十
三
年
の
労
働
基
準
法
改
正
に
よ
る

「
賃
金
」
一
週
間
の
労
働
時
間
数
が
、
二
〇
％
減

少
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
月
給
者
の
「
賃
金
」
は

低
下
し
な
か
っ
た
の
で
す
。
時
間
給
者
の
み
、「
時

間
給
×
労
働
時
間
数
＝
賃
金
」
と
し
て
、
支
払
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

月
給
者
は
、見
か
け
上
、賃
金
（
時
間
換
算
単
価
）

が
二
〇
％
上
昇
し
た
の
で
す
。

　

以
上
の
事
由
よ
り
、
賃
金
単
価
の
比
較
を
さ
れ

る
場
合
は
、
全
て
の
社
員
の
時
間
給
換
算
単
価
に

て
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
因
み
に
、

一
週
間
四
〇
時
間
労
働
と
し
た
場
合
、
一
か
月

（
三
十
一
日
換
算
）
一
七
七
時
間
労
働
と
な
り
、
月

給
換
算
額
は
、
次
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

　

時
間
給
額　
　
　

月
給
換
算
額
（
単
位
：
円
）

　

一
、〇
〇
〇　
　

 

一
七
七
、〇
〇
〇

　

一
、五
〇
〇　
　

 

二
六
五
、五
〇
〇

　

二
、〇
〇
〇　
　

 

三
五
四
、〇
〇
〇

　

三
、〇
〇
〇　
　

 

五
三
一
、〇
〇
〇

　

四
、〇
〇
〇　
　

 

七
〇
八
、〇
〇
〇

　

五
、〇
〇
〇　
　

 

八
八
五
、〇
〇
〇

　

六
、〇
〇
〇　

一
、〇
六
二
、〇
〇
〇

　

自
社
の
社
員
の
「
貢
献
度
・
能
力
」
と
「
賃
金
」

を
評
価
（
プ
ロ
ッ
ト
図
（
男
女
別
と
し
、
横
軸
に

年
齢
を
縦
軸
に
賃
金
額
と
し
て
）
作
成
）
し
て
み

て
下
さ
い
。
ま
た
、
平
成
十
五
年
以
降
、
厚
生
年

金
算
定
基
礎
額
が
、
年
額
（
月
例
給
与
額
×
十
二

＋
年
間
賞
与
合
計
額
）
制
に
移
行
し
た
こ
と
も
、

生
涯
収
入
の
観
点
に
鑑

み
、
企
業
は
留
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

掲
載
の
、
東
本
願
寺

第
二
十
四
世
・
大
谷
光

暢
書
「
廣
施
」
と
あ
る

ご
と
く
、‘
人
（
社
員
）’

に‘
布
施
’と
し
て「
賃

金
」
を
支
払
っ
て
い
る

企
業
経
営
を
し
て
い
な

い
か
確
認
さ
れ
る
こ
と

を
祈
念
致
し
ま
す
。

以　

上

第
7
回

社会保険労務士・行政書士・
キャリアコンサルタント
富山県よろず支援拠点

プロフィール
石油化学会社、医薬品
会社研究所勤務を経て、
藤井事務所として、社
会保険労務士並びに行
政書士事務所を開業。
労務管理・人材活用・
能力開発・キャリアコ
ンサル業務等において
四半世紀に渡り、各種
セミナー、大学等の講
師を受託するとともに
企業支援に携わってき
た。

藤井　正博
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厄払い鯉の放流 1/7(月) 庄川町商工会 0763-82-1155

風の盆ステージ・町なかミニツアー 1/12(土)・26(土) 越中八尾観光協会 076-454-5138

戸出ふれあい鍋まつり 1/14(祝) 高岡市商工会　戸出支所 0766-63-0792

イベント名 開催日 お問合せ先

　

平成 28年
10月～ 12月

平成 29年
1月～ 3月 4月～ 6月 7月～ 9月 10月～ 12月

平成 30年
1月～３月

（前期）
4月～ 6月

（今期）
7月～ 9月

（予想）
10月～ 12月

製 造 業

建 設 業

小 売 業

サービス業

中小企業景況調査結果　（平成30年7月～ 9月期実績・平成30年10月～12月期予想）

前期比、建設業は好転、製造・小売・サービス業は悪化した
　今期は、建設業△ 15.0（前期比 +5.0 ポイント）と好転したが、製造業 7.1（同 -10.8
ポイント）、小売業△ 17.5（同 -2.1 ポイント）、サービス業△ 13.8（同 -5.2 ポイントは
悪化した。
　来期は、製造業 15.4（当期比 +8.3 ポイント）、サービス業△ 10.3（同 +3.5 ポイント）
は好転を、建設業△ 31.6（同 -16.6 ポイント）、小売業△ 27.0（同 -9.5 ポイント）は悪
化を予想している。
業況天気図

D.I 値（前年同期比）表示マーク

20.1 ～ 快晴＝

5.1 ～ 20.0 晴れ＝

5.0 ～△ 5.0 曇り＝

△ 5.1 ～△ 20.0 小雨＝

△ 20.1 ～ 雨＝（注）D.I とは、景気動向指数の略で、前年同期と比較して増加（好転）企業割合と、
減少（悪化）企業割合の差を示すものである。

シルバー人材センターの業務拡大に係る要件緩和の対象となる業種等の指定について

◆実施地域、業種及び職種
　①　県下全域での指定

業　種
（日本標準産業分類中分類）

職　種
（厚生労働省編職業分類中分類）

56各種商品小売業
32商品販売の職業、54製品製造・加工処理の職業、
78その他の運搬・清掃・包装等の職業58飲食料品小売業

60その他の小売業

　②　一部地域での指定

指定に係る地域 業　種
（日本標準産業分類中分類）

職　種
（厚生労働省編職業分類中分類）

滑川市全域 24金属製品製造業 52金属材料製造、金属加工、金属溶接・溶断の職業

小矢部市全域 09食料品製造業 54製品製造・加工処理の職業、
78その他の運搬・清掃・包装等の職業

南砺市全域 14パルプ・紙・紙加工品製造業 54製品製造・加工処理の職業、77包装の職業、
78その他の運搬・清掃・包装等の職業

　平成 30年 10月１日に、下記の地域において、シルバー人材センターの取り扱う業務のうち、要件緩和の
対象となる業種及び職種を指定しました。
➡労働者派遣など、「週20時間→ 40時間」まで可能に！！（一般労働者と同じ）
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　泉
洋
化
工
㈱
は
、
主
に
キ
ッ
チ

ン
ボ
ー
ド
や
ス
ラ
イ
ド
書
棚
と

い
っ
た
木
製
家
具
製
造
を
手
掛
け

て
い
る
。
昭
和
三
十
六
年
に
泉
洋

商
事
㈱
石
動
工
場
と
し
て
創
業

し
、
昭
和
四
十
一
年
に
泉
洋
化
工

㈱
と
し
て
分
離
独
立
し
た
。
当
初

は
こ
た
つ
用
の
部
品
を
製
造
し
て

お
り
、
靴
箱
や
電
話
台
と
い
っ
た

家
具
の
製
造
で
事
業
を
拡
大
し
て

き
た
。
現
在
は
家
具
量
販
店
に
商

品
を
納
入
す
る
傍
ら
、
販
売
会
社

と
し
て
㈱
創
愛
を
設
立
し
、
自
社

ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
販
売
を
行
っ
て

い
る
。

 

産
業
観
光
へ
の
取
組
み

　大
阪
芸
術
大
学
と
の

　

  

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

　泉
洋
化
工
㈱
は
小
矢
部
市
商
工

会
・
小
矢
部
市
企
業
協
会
が
運
営

す
る
『
お
や
べ
型
産
業
観
光
』
に

参
加
し
、
学
校
の
社
会
科
見
学
な

ど
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。

工
場
内
は
見
学
路
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
加
工
機
械
そ
れ
ぞ
れ
に
作

業
を
解
説
す
る
た
め
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
が

あ
る
。
こ
れ
ら
は
工
場
見
学

を
受
け
入
れ
て
い
く
中
で
他

社
へ
の
工
場
見
学
の
機
会
も

増
え
、
取
り
入
れ
て
い
っ
た

結
果
で
も
あ
る
。

　展
示
会
に
出
展
し
た
際
に

大
阪
芸
術
大
学
と
の
縁
を
得

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
家
具
『
座

れ
る
本
棚
』
を
共
同
で
企
画

し
た
。
創
業
五
十
周
年
の
事

業
を
企
画
し
て
い
た
と
こ
ろ

に
学
生
た
ち
か
ら
依
頼
が
あ

り
、そ
れ
に
応
じ
た
の
が
き
っ

か
け
で
あ
る
。
大
学
側
の
積

極
的
な
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に

よ
り
メ
デ
ィ
ア
露
出
の
機
会
が
増

え
、
結
果
的
に
Ｐ
Ｒ
に
繋
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。

 

機
械
・
手
作
業
に
よ
る

　
　
　
　
　品
質
維
持

 

人
材
確
保
へ
の
取
組
み

　家
具
生
産
に
あ
た
る
従
業
員
数

は
四
十
人
ほ
ど
で
あ
る
。
立
体
自

動
倉
庫
を
導
入
し
て
い
る
ほ
か
、

昨
年
に
は
工
場
を
敷
地
内
に
新
設

し
て
い
る
。

　社
長
の
廣
谷
成
信
氏
は
「
設
備

投
資
を
し
続
け
る
こ
と
は
先
代
社

長
の
教
え
で
も
あ
る
」
と
語
り
、

加
工
機
械
に
つ
い
て
は
毎
年
一
台

を
目
安
に
導
入
を
続
け
て
き
た
。

機
械
に
よ
る
生
産
と
人
の
目
に
よ

る
チ
ェ
ッ
ク
と
調
整
に
よ
り
高
品

質
を
維
持
し
て
お
り
、
十
年
前
は

月
五
十
件
ほ
ど
あ
っ
た
ク
レ
ー
ム

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

　近
年
の
採
用
難
や
サ
ー
バ
ー
代
な

ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
下
を

み
て
、
昨
年
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
開
設
に
踏
み
切
っ
た
。
新
卒
の
求

職
者
向
け
に
勤
務
時
間
や
業
務
内

容
、
職
場
の
雰
囲
気
を
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
工
夫
を
し
て
い
る
。
採
用

後
の
定
着
率
も
高
く
三
十
代
を
中
心

と
し
た
若
い
世
代
が
目
立
つ
一
方
、

勤
続
五
十
年
、
七
十
代
の
ベ
テ
ラ
ン

も
活
躍
し
て
い
る
。

 

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の

　
　
　
　
　家
具
受
注

 

も
の
づ
く
り
補
助
金

　
　
　
　
　
　の
活
用

　泉
洋
化
工
㈱
は
現
在
、
他
社
と

の
合
同
で
ネ
ッ
ト
ス
ト
ア
の
開
設

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
受
注・製
造
・

納
品
を
一
貫
し
て
行
う
仕
組
み
を

構
想
し
て
お
り
、
顧
客
か
ら
送
ら

れ
る
注
文
デ
ー
タ
を
も
と
に
サ
イ

シ
リ
ー
ズ 

ひ
か
る
技
術
か
が
や
き
企
業

シ
リ
ー
ズ 

ひ
か
る
技
術
か
が
や
き
企
業

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
家
具
を
実
現

『
生
活
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
モ
ノ
づ
く
り
』を
目
指
し
て

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
家
具
を
実
現

『
生
活
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
モ
ノ
づ
く
り
』を
目
指
し
て
泉洋化工㈱
（小矢部市

商工会）

ズ
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の
家
具
の
提
供
を
実

現
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　昨
年
に
は
『
革
新
的
も
の
づ
く

り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
支
援

補
助
金
』
の
採
択
を
受
け
、
工
業

用
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー

を
導
入
し
た
。
木
目
の
質
感
ま
で

精
密
に
再
現
す
る
性
能
を
持
ち
、

商
品
の
開
発
力
強
化
に
つ
な
が
っ

た
。
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
家
具
を
大
手
通
販
会

社
を
通
じ
て
今
冬
販
売
予
定
で
あ

る
。
将
来
的
に
は
家
具
に
顧
客
の

好
み
の
画
像
を
印
刷
す
る
構
想
を

し
て
お
り
、
今
後
の
強
み
と
し
て

い
く
。
廣
谷
氏
に
は
「
売
上
や
生

産
量
と
い
っ
た
数
字
よ
り
も
品
質

の
向
上
を
求
め
て
い
く
」
と
、
将

来
に
向
け
た
意
気
込
み
を
語
っ
て

い
た
だ
い
た
。


